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　3月3日に創立記念例会が開催されました。
　岡山西RCは、1961年（昭36）3月2日に創立総会
を開催し、その後53年に及ぶ歳月が流れ、歴史と伝
統の重みを改めて認識
いたしました。
　創立記念例会では、
村山洋二パスト会長の卓
話の後、幹事がパワー
ポイントで草創期の頃の
岡山西RCの出来事を紹
介いたしました。

　パワーポイントを編集す
る折りに、岡山西RCが
誕生するまでの過程を時
系列で知りましたので、

ご紹介いたします。
　1961年2月12日に岡山RCと岡山南RCの設立準備
委員と、key manに指名された砂田輝武氏（岡山大
学医学部教授）他4名が、初めて打合せ会議を開き
ました。2月24日には設立準備会が開催され、設立準
備委員と21名の会員予定者が集まりました。ここで初
めて岡山西RCの名称と、例会日が木曜日に決まりまし
た。合わせて、入会金20,000円と会費月額2,500円も
決まりました。その後、会議を重ね、3月2日に三好野
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にて創立総会が開催され、会員数27名で岡山西RC
が創立されました。この総会で、例会日が月曜日に変
更になっております。6日には第1回の例会が開催され、
会員数も29名になっております。この年の6月28日に国
際ロータリーより正式に認承（認証）状が渡されました。

　53年後の2014年4月7日には2500回記念例会を迎え、
創立当時の会員のご苦労を偲び、次の世代に岡山
西RCを継承して行く責務を感じました。

　３月15～16日と、益田市民学習センターにおいて、
会長エレクト研修セミナーが開催されました。
　朝６時に岡山全日空ホテルを出発し、翌日16時過ぎ
に帰岡するということで、往復のバス移動で８時間半、
肝心の研修は７時間、懇親会２時間の行程でした。
研修内容は、会長としての心構えと国際ロータリーが
示している方向性について理解を深める話が主体で、
盛り沢山なものでした。
　今回の講演で、ロータリー活動とは直接に関係しな
いテーマでしたが、秋の地区大会（10月4-5日）の会
場ともなる島根県芸術文化センター・グラントワのセン
ター長の彫刻家・澄川喜一氏が東京スカイツリーの
デザイン監修を安藤忠雄氏と共に務められたことから

「東京スカイツリーの秘密」と題しての話が印象深いも
のでした。
　昭和６年生まれで高校時代を岩国で送り、そこに
あった錦帯橋のそりのある形に魅せられ、木や石の
素材の声を聞き取り、耳に聞こえる音では無く視覚で
聞く空間の音を感じたく、“目で見る空間の音作りの試
み”を今日までのライフワークとされています。
　この話を聞き、人間の中にあるそれぞれの個性を
生かすことも、同様ではないか と感じさせられました。
　ちなみに333メーターの東京タワーの土台は一辺
98mの四角形、634メーターのスカイツリーの土台は

68mの三角形で、グラントワ上部は円形に変化し、ふ
くらみを感じさせるような作りに出来たことは、その間
の技術の進歩も寄与しているとのことでした。
　同氏の作品としては、東京湾にあるアクアラインの
換気塔「風の塔」など多数あります。石州瓦でいっ
ぱいのグラントワも、一見の価値があります。遠路で
はありますが、地区大会にまいりましょう。

（写真お よび参考資料）
http://sumikawa-art.com/news/?p=217
http://scienceportal.jp/column/interview/50092
/20110211.html
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　歯学研究の分野で2013年6月末か
ら会員となりました。イニシエーション
スピーチの際には、京都大徳寺大
仙院の尾関宗園和尚のお言葉にあ

る「心」を紹介しながら、「健康でありたい」という人々
の欲求に応えるために日々 行っている歯学研究におい
て、その根底に存在する「心」を述べました。社会
情勢の変化に伴って、人々の「健康でありたい」とい
う気持ちには変化がありますが、生活習慣に影響を受

ける「健康」も、「心」によって大きく変化すると考えます。
　尾関宗園和尚の「心」は、行動、習癖、品性、
そして運命へと繋がります。まさしくこの流れは、「生活
習慣」を意味します。さらに、世界保健機関（WHO）は、
「健康とは、単に病気や虚弱でないということではなく、
肉体的にも、精神的にも、そして社会的にも、完全に
良好な状態である」と健康を定義しています。健康に
は「心」が関係すると、ここでも感じます。
　一方で、この「心」は、歯学研究における私たち
の基盤と方向性を決定します。研究における純粋に「真
実を知りたい」と思う気持ちは、やがては研究成果を
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「心」と歯学研究

　去る4月6日（日）、岡山市半田山植物園にて『お
花見散歩』が開催されました。当日は若干肌寒さと
悪天候があったものの大半は快晴に恵まれ、満開の
桜のもと、最高のお花見日和となりました。
　半田山植物園は、岡山市街を一望できる日当たり
のよい半田山の丘陵地を、植物観賞はもとより、レクリ
エーション、憩いの場として広く市民のみなさんに利用
していただこうと、昭和39年5月に開園しました。11万
㎡の園内には3,200種、15万本の植物が植えられて
おり四季を通じて咲くよう企画されています。また、頂

上付近にには貴重な文化財でもある一本松古墳があ
ります。前回の深山公園での開催に続き、臼井会員
に園内をご案内いただきました。多くの種類の桜や植
物について特徴や名前の由来など専門知識を知るこ
とができ、大森副会長をはじめ11名の参加者は、日
頃なかなか触れることのできない珍しい植物について
の解説を熱心に聞き入りました。最後は、休憩所で
昼食を取りながら臼井会員より総括いただき、大変有
意義な会となりました。

小　山　壱　也小　山　壱　也半田山植物園　お花見散歩



5日（月）
12日（月）

●休会（こどもの日）
●第11回理事役員会

5月の行事予定
19日（月） ●第4回クラブ協議会

○3月10日
衣笠会長　3月6日、吉備国際女子サッカーシャルムの年度末
総会があり、昨年度の成績報告と今年度の激励会がありまし
た。皆様の応援宜しくお願いします。又、昨日は新聞報道等で
御存知のように吉備国際大岡山キャンパス竣工式が開かれ
ました。「英語専攻」と「グローバル人材」開発を専攻とする大
学であり今後の発展が楽しみな教育が行われるのを期待し
ております。
加計　美也子君　昨日、岡山キャンパス外国語学部の完成
セレモニーがありました。今度ともよろしくお願い致します。又、
本日のスピーカーは吉備国の文化財のエースですがお酒も
強いので広報室長を押しつけております。皆様よろしくご静聴
下さい。
菊池　捷男君、山下　日出夫君、蜂谷　泰祐君、
唐井　一成君、　松宮　郷君　吉備国際大学の岡山キャ
ンパス完成おめでとうございます。
野田　英樹君　加計美也子先生、昨日は吉備国際大学岡
山キャンパス竣工式おめでとうございます。すばらしい施設に
感服いたしました。又、すばらしいタイコ・ピアノの演奏ありがと
うございました。
川端　英男君　大原先生、ようこそ岡山西ロータリークラブ
へ。今日の卓話「近代美術のお医者さん」楽しみにしていま
す。
重田　雅彦君、野田　英樹君　吉備国際大学大原教授を
歓迎します。スピーチを楽しみにしています。
藤原　喜幹君　ダイヤ改正の時期になりました。ポケット時刻
表をお持ちしましたのでお持ち帰りください。新幹線では岡山
東京間が最大で6分短縮されます。また、時刻表が必要であ
ればお申し付けください。
杉本　好弘君　3月3日に長女が難産のすえ、無事に男児を
出産しました。昨年の長男夫婦に引き続き2人目の孫となりまし
た。
上野　正義君　テーブルの上にありますレジメは過日神戸事
件について書きました事件の追加です。神戸事件とおなじ時
期幕末に岡山でおこった玉島事件について暇にまかせて書
きました拙文です。ご一瞥いただければ望外の光栄です。

○3月17日
上杉　隆士君、菊池　捷男君、川端　英男君、末吉　誠一君
ファジアーノの木村社長を歓迎します。今後のご活躍を祈っ
ています。
川端　英男君　杉浦局長、ようこそ岡山西ロータリーへ。
谷崎　眞行君　一昨日、私が後援会会長をしている「岡山
大学・香川大学北アルプス三俣診療班開設50周年記念会」
が開催されました。約60名が遠方から集まり楽しく過ごしまし
た。今後も診療活動を続ける予定です。
蜂谷　泰祐君、瀬戸　昭次君　順正学園高齢者向け賃貸
マンション「ラ・エスペランサ」の竣工おめでとうございます。後
方の事務局のテーブルにパンフレットがありますので興味があ
る方はお持ち帰り下さい。

○3月24日
川端　英男君、藤原　恵子君　全日空岡山支店長小林様
の卓話を楽しみにしています。
利守　忠義君、　小林支店長さんを歓迎いたします。
臼井　英治君　あれから3ヵ月になりますがクリスマス会で一
等賞全日空食事券が当たりました臼井でございます。以来
ずっと楽しみにしておりました特別コースのフランス料理を先
週花金の夜家内と一緒にいただきました。平素からこのホテ
ルの料理には気合いが入っていると感じている者ですが、そ
の日は又格別でした。以上ご報告申し述べ、全日空ホテル支
配人松宮さん、西クラブの皆様に厚くお礼申し上げます。

○3月31日
髙柴　正悟君　「お礼と春の訪れ」　先週は卒業式、今週
は新医局員と新研修医とお花見会、そして来週は入学式と
大学暦は動き、春を感じます。今年度の歯科医師国家試験
では、全国立大学で第1位の合格率でした。来年度もがんば
ります。また、ＲＣメンバーとしての新年度もよろしくお願いしま
す。

教育や実社会へ反映させて社会を豊かにするという行
動へと推移します。しかし、過剰とも思える何らかの心
は、誤った方向への行動をもたらして運命を狂わすと
いう、最近の日本における医学・生物学分野の研究
における醜聞に繋がっています。まさに、人の心は水
の如くに高い所から低い所へと流れて行きます。
　私は、歯学研究の場で純粋な「心」によって、生

物や物質の真の姿を見出し、これを病気と正常の様態
の理解に、さらに予防や治療の技術に応用させ、これ
らを教育に用いるという基本姿勢を遵守しています。や
がては、社会や教育への応用の成果が、制度設定（罰
則等で強いるタイプ）に留まらず、文化（自発的な行
動となるタイプ）として普及するようにしたいと考えてい
ます。


	H26.01月号-01
	H26.01月号-02
	H26.01月号-03
	H26.01月号-04
	H26.01月号-05
	H26.01月号-06
	H26.02月号-01
	H26.02月号-02
	H26.02月号-03
	H26.02月号-04
	H26.03月号-01
	H26.03月号-02
	H26.03月号-03
	H26.03月号-04
	H26.04月号-01
	H26.04月号-02
	H26.04月号-03
	H26.04月号-04
	H26.05月号-01
	H26.05月号-02
	H26.05月号-03
	H26.05月号-04



